
インフォメーション

　

農
林
水
産
事
業
交
流
会「
フ
ー
ド

ネ
ッ
ト
in
北
海
道
」を
開
催
し
、農
業

者
・
食
品
加
工
業
者
を
中
心
に
94
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、一
般
社
団
法
人
日
本

ほ
め
る
達
人
協
会
特
別
認
定
講
師
の
川

端
勢
至
氏
が「
ほ
め
達
が
人
も
組
織
も

輝
か
せ
る
～
私
た
ち
の
周
り
に
は
ダ
イ

ヤ
の
原
石
が
い
っ
ぱ
い
～
」、ノ
ボ
ル
社

会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
事
務
所
代

表
の
大
滝
昇
氏
が「
知
っ
て
お
き
た
い

雇
用
の
ル
ー
ル
」の
テ
ー
マ
で
講
演
。参

加
者
の
経
営
・
人
材
へ
の
考
え
方
に
多

く
の
気
づ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
で
も
、積
極
的
な

情
報
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。（
１
月
28
日
）

経
営
・
人
材
に
つ
い
て

気
づ
き
を
得
る
交
流
会

札幌支店

　

14
回
目
を
迎
え
る「
食
と
農
を
結
ぶ

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
鹿
児
島
県
農
業

法
人
協
会
と
共
催
し
、農
業
者
な
ど

１
２
１
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、日
本
銀
行
鹿
児
島

支
店
長
の
矢
野
正
康
氏
が
、最
近
の
金

融
経
済
情
勢
と
鹿
児
島
県
の
経
済
を
説

明
、株
式
会
社
加
藤
え
の
き（
宮
崎
市
）

代
表
取
締
役
の
加
藤
修
一
郎
氏
が
、農

業
分
野
に
お
け
る
外
国
人
雇
用
へ
の
取

り
組
み
を
事
例
発
表
、日
本
公
庫
総
合

研
究
所
が
、外
国
人
雇
用
の
現
状
と
論

点
に
つ
い
て
説
明
し
、中
小
企
業
や
農

林
水
産
業
の
外
国
人
雇
用
に
か
か
る
理

解
を
よ
り
一
層
深
め
る
場
と
な
り
ま
し

た
。（
１
月
21
日
）

外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
学
ぶ

食
と
農
を
結
ぶ
交
流
会

鹿児島
支店

川端氏の講演では、講演で学んだ内容を実践するグ
ループワークもおこないました

自社の積極的な外国人雇用の実状を説明する加藤氏

懇話会では、将来にわたり経営継続が可能な米価に
ついても忌憚のない意見が出ました

　

米
価
高
騰
や
資
材
価
格
上
昇
な
ど
で

稲
作
の
経
営
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、稲
作
経
営
者
の
課
題
や
今

後
の
展
望
を
把
握
す
る
た
め
、「
や
ま
ぐ

ち
稲
作
経
営
者
懇
話
会
」を
初
め
て
開

催
し
、県
内
の
稲
作
経
営
者
10
人
が
参

加
し
ま
し
た
。ま
た
、懇
話
会
に
先
立
ち

県
内
の
稲
作
経
営
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
、米
価
上
昇
に
よ
り
消
費

者
の
コ
メ
離
れ
が
起
き
る
こ
と
へ
の
不

安
、稲
作
に
重
要
な
水
資
源
の
管
理
方

法
な
ど
、地
域
の
稲
作
経
営
の
課
題
や

将
来
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。（
11
月
27
日
）

米
作
り
の
未
来
を
描
く

稲
作
経
営
者
の
懇
話
会

山口支店

グループディスカッションでは、受講生同士が活発
に議論しました

　

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
の「
営

農
設
計
と
分
析
A
」の
授
業
で
、毎
年
日

本
公
庫
職
員
が
出
張
講
義
を
し
て
い
ま

す
。昨
年
に
引
き
続
き
中
国
四
国
農
政

局
広
島
県
拠
点
と
連
携
し
た
今
年
の
授

業
に
は
、園
芸
・
畜
産
課
程
の
２
年
生

29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

日
本
公
庫
か
ら
は
、就
農
時
の
心
構

え
や
経
営
計
画
策
定
の
重
要
性
に
つ
い

て
解
説
し
、農
政
局
か
ら
は
、コ
メ
の
価

格
動
向
を
は
じ
め
農
業
を
と
り
ま
く
環

境
や
国
の
施
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は「
技
術
習
得
ば
か
り

で
な
く
、人
脈
や
資
金
の
確
保
と
い
っ
た

視
点
も
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
11
月
27
日
）

就
農
の
心
構
え
な
ど
伝
え
る

農
業
技
術
大
学
校
出
張
講
義

広島支店
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持続可能な食料供給体制を確立する
「食料システム法」が施行され、生産
から流通、消費までの供給システム
が課題になっている。農業者や食品
企業との連携を深化し、「共創」に
よるサステナブルなフードバリュー
チェーンづくりの今後を展望する。

持続可能な農と食の連携（仮）

編集後記
　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
が
口
を
そ
ろ
え
る
の

が
、ス
マ
ー
ト
農
業
に
お
い
て

は
、機
械
の
性
能
や
デ
ー
タ
の

収
集
だ
け
で
は
な
く
、利
用
環

境
の
整
備
や
デ
ー
タ
の
体
系
化

と
い
っ
た「
使
い
方
」こ
そ
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
。関
係
者
の

創
意
工
夫
と
実
践
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。�

（
清
野
）

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、資
本
力

を
持
っ
た
企
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
技
術
に
明
る
い
一
部
の
農
家

が
導
入
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、本
誌
で

紹
介
し
た
よ
う
に
、ス
マ
ー
ト

農
業
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
下
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。本
誌
が
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
の
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
村
上
）

　2027年３月19日（金）から９月26日（日）まで、GREEN×EXPO 2027が神奈川県横浜市で開催されます。
日本における最上位クラス（A1）の開催は1990年大阪花の万博以来、37年ぶりです。1,000万株の花と緑が
世界中から集結して「幸せを創る明日の風景」を創り出し、さまざまな展示や体験を通じて、グリーン社会や
自然との共生について考えるきっかけをもたらします。
　本年３月でいよいよ開催１年前を迎えるGREEN×EXPO 2027に、ぜひご期待ください！

GREEN×EXPO 2027
（２０２７年国際園芸博覧会）

～幸せを創る明日の風景～

メインガーデンイメージ（2026年３月１日現在）　画像提供：GREEN×EXPO協会

【詳細はこちら】

https://expo2027yokohama.or.jp/

©Expo 2027

公式マスコットキャラクター
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食農
A G R I F O O D

国 産 にこ だ わり

を つ なぎます

主催：

国産農林水産物・食品の商談会

アグリフードEXPO 東京
2026

第19回

日時

会 場 東京ビッグサイト東1ホール

2026年8月19日（水）.20日（木）
10:00 -17:00 10:00 -16:00

公式ホームページ


	p32_インフォメーション_AFC_2026_4_春1号_再校
	p33_GREENxEXPO_次号予告_編集後記_AFC_2026_4_春1号_四校

